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あらまし：鳥取大学ではものづくり教育の体系化と教育効果の評価に関する実践研究を行っており，PBL
用学習支援システムの導入・運用を検討している．しかしながら，学生の ICT 活用状況の把握が十分で
はなく，学習支援システムの設計・運用に関して注意するべき点並びに指導するべき点が明確になってい

ない．本稿では，PBL 用学習支援システムの設計時に注意するべき点と運用上必要な指導を明らかにす
るため，ものづくり教育の受講生を対象に ICT 活用状況を中心とした調査を行った結果，○1 コミュニケ
ーション支援ツールの利用経験が少なく，システム設計・運用時に学生の実態を考慮する必要性，並びに

○2 ICT活用時のリスク対策指導の必要性が示唆されたことを報告する． 
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1. はじめに 
鳥取大学では，体系的なものづくり PBLに関する

実践研究を行っており，PBL用学習支援システムを
設計中である．しかし，授業にて学生の活動を観察

すると，オフィス系ソフトを使用した文字入力にお

いても戸惑う姿が多く見受けられる． 
他方では，近年様々な ICT ツールが実用化され，

日常における情報収集活動だけでなく，就職活動や

災害時の情報交換にも利用されるなど，我々の生活

とこれらのツールは密接に関わっている．毎日コミ

ュニケーションズが実施した，大学 3年生のライフ
スタイルに関する調査(1)によると， 2013年度卒業予
定生はスマートフォンの保有率が 59.3%，SNS の利
用率が 85.5％となっている．しかし，当該調査は就
職活動実施中の大学 3年生を対象としているため，
参考資料が示した状況が全学を対象としたものづく

り教育の受講生に適用されない可能性がある． 
そこで，PBL教育用学習支援システムの設計時に

注意するべき点と運用に際して必要な指導を明らか

にするため，ものづくり教育の受講生を対象に ICT
活用状況を中心としたアンケート調査を行った． 

 
2. 調査方法と調査対象 
調査は，ものづくり教育実践センターの開講する

授業の受講生 150名を対象に行った．なお，アンケ
ートを実施した授業は全て選択科目である．表 1と
表 2に示す通り，回答学生は男性が 70％，工学部生
が 67％と性別並びに学部に偏りがある．本調査はも
のづくり教育の受講生を対象としているため，学生

の属性に関する偏りは，ものづくり教育を選択する

学生の傾向として捉える事とした． 
 

表 1	 学生の属性データ○1  
性別 比率 
男 70％ 
女 21％ 

無回答 9％ 
 

表 2	 学生の属性データ○2  
学部 比率  学年 比率 
工学部 67％  1年 40％ 
農学部 12％  2年 15％ 
地域学部 14％  3年 29％ 
医学部 1％  4年 10％ 
無回答 6％  無回答 6％ 

 
3. 調査項目 
アンケート調査は 1．ICT活用状況，2．情報通信

機器の使用状況，3．ICT 活用時のリスク対策状況，
の 3 つについて行った．回答の選択肢はそれぞれ 5
段階であり，その基準は表 3の通りである． 

 
表 3	 アンケート回答項目 

 ICT活用状況 機器の使用状況 リスク対策状況 
5 使いこなしている 自分専用のものを

持ち，日常的に使

っている 

リスクを十分把

握し，対策してい

る 
4 使っている 自分専用のものが

あるが，使い方が

分からない 

リスクを十分把

握している 

3 使ったことはある 共用のものを日常

的に使っている 
リスクを把握し，

とりあえず対策

している 
2 使った事はない

が，どんな物か知

っている 

共用のものがある よくわからない 
対策していない 

1 知らない 持っていない 聞いた事がない 
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4. 調査結果 
4.1 ICT活用状況 
図 1は ICT活用状況アンケート結果である．提示

したツールの内，SNS 及び Dropbox，グループウェ
アについては回答者の 50％以上が「使った事がない」
もしくは「知らない」と回答した． 
4.2 機器使用状況 
機器使用状況を図 2に示す．鳥取大学生は，原則

一人 1 台のパソコンを必携とされているため
Windowsパソコンの保有率は 96％である．また，ス
マートフォンの保有率は 40％であった． 

 
図 2	 機器使用状況 

4.3 リスク対策状況 
リスクに関する調査では，図 3に示す通り，60％

以上の学生が，各種リスクに対して何らかの対策を

行っていることが明らかになった．しかし，「とりあ

えず対策」または「何も対策していない」と回答し

た学生も多く，学習支援システムの運用時には指導

が必要と考えられる． 

 
図 3	 リスクへの対策状況 

 
5. まとめ 
アンケート調査の結果，対象大学生は SNSやグル

ープウェアのようなコミュニケーションを促進する

ツールの利用経験が少なく，システムの設計・運用

時に考慮する必要があると考えられる．また， ICT
活用時のリスク対策状況も十分ではないため，シス

テム運用時には指導が必要となることが示唆された． 
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図 1	 ICT活用状況アンケート結果 
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